
作
業

社会福祉法人くすのき会

住所　五個荘竜田町550番地
電話　0748-29-3150

　重度の障害がある人たちに
本人らしく、いきいきと過ご
せる場の提供を目指していま
す。

社会福祉法人八身福祉会

住所　林田町1895番地
電話　0748-22-5173

　さまざまな作業を通じて障
害がある人の働きたいという
気持ちに応えていきます。

昼
食

作
業

降
園

降
園

午
後
の

過
ご
し

午
前
の

　
活
動

　コミュニケーションの難しい利用者と密に関わる中で、うれしそ
うな表情や仕草が見られたときにやりがいを感じます。
　重度の障害を抱える人たちに住み慣れた地域で末長く暮らしてい
ただくために、これからも寄り添い続けます。皆さんもぜひ重症心
身障害者のことを知っていただきたいと思います。

島川　梨栄さん 三﨑　知穂さん
管理者サービス管理責任者

くすのき会
社会福祉法人

　就職支援の際に利用者が希望する就職先に就職できたときや意思疎
通の難しい利用者とコミュニケーションを取ることで信頼関係を築け
たときにやりがいや達成感を感じます。
　見た目ではわからない障害は、コミュニケーションを取ることで見
えてくるので、コミュニケーションの大切さを感じます。

川上　愛
あ い な

奈さん東山　萌
も え

笑さん
支援員（社会福祉士） 就労支援員

八身福祉会
社会福祉法人

利用者に作業を教えたり、共
に作業を行ったりします。

利用者がシートベルトの部品の
組み立て作業後に検品します。

利用者の困りごとや相談など
に寄り添って対応します。

さまざまな作業があり、野菜
を育て販売もしています。

利用者の食事を胃ろうから
注入して介助します。

誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る　

　
　

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

　

障
害
に
は
、
身
体
障
害
や
知
的
障

害
、
精
神
障
害
、
そ
の
他
心
身
機
能

の
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ

り
、
同
じ
障
害
で
も
個
人
に
よ
っ
て

症
状
や
程
度
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

障
害
の
あ
る
人
が
自
立
し
た
日
常
生

活
や
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
あ
り

ま
す
。

　

主
な
支
援
策
と
し
て
市
内
に
は
、

訪
問
に
よ
る
在
宅
介
助
や
外
出
支
援

な
ど
を
行
う
「
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
」、

施
設
で
昼
間
の
活
動
を
支
援
す
る

「
日
中
活
動
サ
ー
ビ
ス
」、
そ
の
他
施

設
入
所
や
共
同
生
活
で
支
援
を
受
け

る
「
住
居
系
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
を
提

供
す
る
障
害
者
施
設
が
あ
り
ま
す
。

個
性
を
尊
重
し
た
支
援

　

障
害
者
施
設
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

障
害
の
特
性
に
よ
り
、
支
援
や
配
慮

の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す
。
会
話
で
の

意
思
疎
通
が
難
し
い
人
に
は
、
細
か

な
表
情
の
変
化
か
ら
読
み
取
り
、
ま

た
、
周
囲
に
う
ま
く
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
で
あ
れ
ば
、
つ
な
ぎ

役
に
な
っ
た
り
と
、
一
人
一
人
の
個

性
を
尊
重
し
、
そ
の
人
に
合
っ
た
支

援
を
考
え
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
支
援
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
悩

ん
だ
り
、
喜
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、

よ
り
そ
の
人
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

仕
事
の
や
り
が
い
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

相
手
を
知
ろ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

よ
り
よ
い
社
会
の
第
一
歩
と
な
り
ま

す
。
社
会
全
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
障
害

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
障
害
の

あ
る
人
が
直
面
す
る
社
会
的
障
壁
を

取
り
除
き
、「
誰
も
が
健
や
か
に
笑

顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
み
ん
な
で

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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利用者のカブの収穫をお手伝い 専用送迎車でお出迎え
利用者がゆっくり過ごす時間
を見守ります。

　今回は、障害者施設で働く人の１日を通して、仕事の内容や支援への思いを
知ることで、障害についての理解を深めます。

障害者施設で働く人を知ろう
12月３日～９日は「障害者週間」です。
PickUP

朝
の
会

施
設
の
一
日
の
流
れ

八
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福
祉
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の
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